
No. ご意見 回答 
1 学生会員については一律無料でよいと思います。 

ただし正会員を指導教官とする学生の場合は問題
ないでしょうが、そうでない場合がもしあるとす
れば検討する（推薦者との関係を精査する？）必要
があると思います。 

ご意見ありがとうございます。 
会員規程第３条に、正学生会員の入会には、指導教
員の推薦を要することとしております。こちらの
適用を確認してまいります。 

2 もうすでに、検討されたのかもしれませんが、シニ
アに対して、終身会員の制度があれば良いのでは
と思いました。
例えば、薬学会で、終身会員の制度が有ります。
https://www.pharm.or.jp/kaiin/nyukai.html

ご意見ありがとうございます。 
終身会員制度のご提案、ありがとうございます。今
後、検討してまいります。 

3 会員資格の検討を進めていただいていることに深
く感謝いたします。 
基本的な方向性に賛成いたします。下記はコメン
トです。

シニア会員が 70 歳になれば学会費を免除するこ
とも検討していただけるといいと考えます。高齢
化で会員が減ってきている状況は改善していない
と想像していますので、無料化することで経済的
な負担をなくし、さらに学会側から積極的に貢献
（査読、演者など）していただくことが必要で、専
門家として学会が求められていると感じれば学会
を続けてくれるだろうと考えます。年金生活者に
学会費を求めるのは厳しいでしょうから、70 歳以
上は免除を検討していただければと思います。

学生会員も無料化の検討案がありますが、学生に
は学会に参加していることのメリットを発信して
いくことが重要と理解しています。大学院生であ
れば学会に参加し発表することは学生の成果とな
ります。無料だから参加するのではなく、一定の学
会費を支払うことで学会の役割と意義を理解して
もらうことが必要です。 

ご意見ありがとうございます。 

70歳以上の会員については、学会に対する一定以
上の貢献があったと認められる会員を名誉会員と
して、会費免除を行うここといたします。一律での
無償化については、今後、検討してまいります。 

学生会員の有料化維持については、理事会でも検
討いたしました。ご意見のとおり、学生会員が会費
を負担することによる意識向上を求める見解もあ
りました。しかしながら、以下の状況により、学生
会員を無料とすることの効果が期待できると判断
しました。 
１）他学会でも学生会員の会費無料化の傾向があ
ること。

２）放射線関係の研究に携わる学生だけでなく、他
分野の学生や学部学生、中高生にも門戸を広げ
られること。 

https://www.pharm.or.jp/kaiin/nyukai.html
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この議論は今後の学会運営にとって、とくに、シニ
アへのメッセージとして重要な決定になるでしょ
うから、検討をよろしくお願いいたします。会員数
と会費は、学会の財務に関係する問題でしょうか
ら、全体的な状況をみすえて決定していただくこ
とを期待しております。 
 

３）現状でも学生会員の数は多くなく、学会運営に
当たって学生会員の会費を無料にしても影響は
小さいこと。 

４)学生の経済的負担を軽減できること。 
 
理事会としても、この改正が、会員数の減少の歯止
めとなり、増加への転機となることを期待してい
ます。 
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